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尾久土E己(和歌山大学観光学部)

皆既日食は、テレピやインターネットで見るのと現地で本物を見るので

は全く違うと言われていますが、何が違うのでしょうか9あるいは、これ

までの映像では何を伝えきれていないのでしょうか9結局のところ、これ

まではこの答えを知るためには現地に行くしか方法はなかったのです。し

かし、映像や情報通信技術の発展により、すべてとは言えないものの現地

でしか体験できなかった皆既日食の醍醐味を遠く離れた場所でも感じるこ

とができるようになってきました。本報告では、私たちが今年の皆既日食

に世界で初めて行う超高精細ドーム映像中継と今後の夢についてお話しま

す。

これまでの皆既日食のほとんどの映像は、欠けていく太陽と、ダイヤモ

ンドリング、そしてコロナにフォーカスしたいわゆる望遠レンズを通した

映像でした。また、皆既前後の映像には強烈な太陽光を減光するための 1

万~1O万分の 1 のフィノレターが入っています。このために、皆既日食の前

後の空の明るさの変化を伝えることができなかったのです。 1997年のモン

ゴノレ・シベリア皆既日食以来、インターネットを使った大規模な中継を行

っている任意団体ライブ『ユニバース (http://www.!ive-universe.org/)も、

当初は太陽の拡大像だけを中継していましたロ 2002年のオーストラリアで

の皆既日食の中継の反省会の宴会の席で、一人の観測参加者が太陽の映像

ではなく、観測風景の映像を流したのですが、皆既の前後の風景の劇的な

変化と、皆既中の赤く染まった地平線の映像に、一度も現地に行ったこと

のない人たちが「こんな風になっていたんだ日と感動したのです。この

経験を元に私たちは、中継のための回線の帯域が十分に確保できる場合に

は、太陽の映像だけでなく、風景の映像も送ってくるようにしました。

一方で、更なる臨場感のある中継ができないかと考え、プラネタリウム

ドームへの投影の挑戦を始めました。最初の挑戦は、 2005年 10月 3日の

マドリッドで起った金環日食で行いました。魚眼レンズをつけたデジタル

カメラで30秒に 1枚のベースで撮影した映像をインターネットを通して和

歌山県田辺市にある学びのEのデジタノレプラネタリワムに伝送し、投影し

ました(図1)ロ当時のシステムはプロジェクタの解像度も明るさも低い

ものでしたが、ドームの中にいた観客の皆さんは、金環日食に近づくに連

れて空が次第に暗くなっていく様子を感じることができましたロ同様の実
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験を、 2006年 3月 29日のエジプトで見ることができた皆既日食でも行い

ました。このときには、東京都中央区のタイムドーム明石のデジタノレプラ

ネタリウムに中継し、次第に暗くなっていく空とコロナをまとった黒い太

陽をドームスクリーンに投影することに成功しました(1)。これらの実験で

ピデオカメラではなく、デジタルカメラを使用した理由は、ドーム映像の

ような解像度を必要とする映像ではハイピジョンでも解像度が足りないか

らでした。しかし、そのために第2、第 3接触の際のダイヤモンドリング

などの短時間の変化を伝えることはできませんでしたロ

マドリツド
柏署史山県田辺市『学びの丘J

園 1 マドリッド金環日食で使ったドーム中継システム。

2009年 7月 22日の皆既日食は圏内で起るために、比較的太い回線が利

用できるに違いないこと、また、ハイピジョンより解像度の高い次世代の

映像機器が利用できるだろうと予想し、各方面に協力を求めて準備を進め

てきました。その結果、この春にようやく図 2のような中継システムを構

築して中継実験を行う目処が立ちました。使用する映像機器はハイピジョ

ンの4倍の解像度を持つ 4K映像機器を使うことになりました。一方で観測

地に決定した奄美大島では光ファイパが利用できるものの都市部では当た

り前になっているギガクラスの回線は利用できないことが判明しました。

そこで、最新の画像圧縮技術を使って、 100Mクラスの回線で 4K映像を伝
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送することになりました。さらに、今回の実験のために、超高精細映像に

耐えうる専用の魚眼レンズも製作しました。これらの超高精細映像の中継

は、超臨場感の様々な実験を行っている超臨場感コミュニケーション産官

学フォーラム (URCF)の会員メンパーの協力なしには実現できませんでし

た。もちろん、このような超高精細ドーム中継は日食以外でも世界初の試

みで、 7月 22日が最初の挑戦です。そのため、本文を書いている私でさえ、

どんな映像を見ることができるか想像できません。さらに私は、当 Hは奄

美大島に観測に行っていますので、ドームの映像がどんなものになるのか

は体験できないのです。皆さんの中で、世界初の体験をしてみたいと思う

方は、本文の終わりに書いた問い合わせ先にコンタクトしてみましょう。

往復はがきでの抽選になると思いますので、予めご承知ください。
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下闘の憾な4分割映像になる

図2:今回の皆既日食で使用する超高精細ドーム中継システム。

なお、私たちの夢はさらなる超臨場感を目指しています。日食中には気

温の変化も起り皮膚でも日食を感じることができます。将来の日食では気

温の変化を含めた五感で感じる日食中継を実現したいと思っています。
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食部分自量的.測光'観測計画と部分目宣観望会安

超高精細ドーム中盤のイベシトについての問い合わせ先

〒619-0237 京都府精華町光台 1丁目 7 けいはんなプラザ

(財)関西文化学術研究都市推進機構内

「けいはんな皆既日食全天映像上映委員会」事務局
TEL: 0774-95-6124 

部分目食の"潰IJ光"観測計画と部分目食観望会

前原裕之(京都大学理学研究科花山天文台)

様々な宣現象
天文での「食J(もとの字は「蝕J)は、ある天体が別な天体に隠されるこ

とです。日食に限らf、宇宙には様々な「食Iがあります。例えば月が天

体を隠す現象としては、「惑星食(図1)Jや「昼食Iがあります.また、地
球の陰に月が入ることで暗くなる「月食」なEもあります。

さらには、宇宙には2つの星が互いに回り合っている「連星」と呼ばれる

天体があり、たまたま地球から且た時に、片方の昼がもう片方の昼を隠す

ことで

園 11941年 11月2日の火星宣(花山天文台 300m回折望遠舗で撮影)
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